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2018年7月発行（季刊）一般社団法人日本縫製機械工業会

　当工業会の第49回定時総会を日本工業倶楽部（東京都千代田区）の４階第４会議室で開
催し、下記の議案が審議、報告されました。
　当日はご来賓として経済産業省産業機械課　工藤　勉課長補佐殿、岩井田　剛課長補
佐殿にご臨席いただき、議事の最後に製造業を巡る現状と政策課題についてご説明をいただ
きました。また、総会に先立ち12時より5階第5小談話室において正副会長会議を開催し、総
会の議案等を検討しました。
＜第49回定時総会＞
議題1. 平成29年度事業報告について【審議】 議題2. 平成29年度決算報告について【審議】
議題3. 平成30年度事業計画について【審議】 議題4. 平成30年度収支予算について【審議】
議題5. 会員の異動について【報告】 議題6. JIAM2020の取り組みについて【報告】
議題7. 今後のスケジュールについて【報告】
議題8. 縫製分野の共通基盤構築に向けた研究会の設置について【報告】
※平成29年度事業報告・決算報告、平成30年度事業計画・収支予算は原案どおり議決されました。
　　その他、会員の異動として6月1日付で「アサヒ繊維機械工業株式会社」が賛助会員として入会したことが報告されました。

第49回定時総会開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第49回定時総会後懇親パーティー開催 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
第39回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール募集中‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
ソーイング体験コーナーで家庭用ミシンの利用普及をＰＲ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
Texprocess America 2018におけるＪＡＳＭＡの活動について‥‥‥‥‥‥‥‥
共通基盤ネットワーク研究会設立準備会開催‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
お知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

第49回定時総会開催
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　第49回定時総会後に懇親パーティーが開
催され、総勢73名の関係者が出席し盛況に執
り行われました。当工業会の眞壁会長から、
①第49回定時総会ですべての議案が承認さ
れた。本年３月末に正会員1社が退会したが、
本年度は賛助会員として4社の入会があり、新
規会員を含めて工業会の活動を充実させてい
きたい。②世界経済は米国の関税措置の影
響で貿易摩擦が懸念されるので、先行きは注
視する必要がある。③当工業会が取り組む事
業の1つは「コネクテッドインダストリーズ」に
対応して研究会を立ち上げ進めていくので、
関係業界と協力して対応していきたい。2つ目

第49回定時総会後懇親パーティー開催

〔2018年（平成30年）6月8日(金)、14:30～、日本工業倶楽部〕



眞壁会長 片岡課長
（経済産業省）

美馬副会長
（乾杯)

廣瀬副会長
（中締め)
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第39回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール募集中

1. 応募部門:
　（1）小学生の部（４・５・６年生）

作品部門は特に設けていません。中学生、高校生の
部で設けている全ての作品部門を含みます。

　（2）中学生の部
①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門　
③リメイク・デコ作品部門
④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

　（3）高校生の部
①小物・インテリア作品部門　　②衣服作品部門　
③リメイク・デコ作品部門
④アニメ・ゲームキャラクターコスチューム作品部門

　全国の小・中・高校生を対象とした「第39回ホームソーイング小・中・高校生作品コンクール」の作品を募集しています。
詳細については当工業会ホームページをご覧下さい。

２．応募方法等:
　応募作品、応募方法他については、当工業会ホー
ムページをご覧下さい。
　なお、高校生の応募は、写真による選考を行ないま
すのでご注意下さい。

３．締　切 ： 2018年（平成30年）10月31日（水）

４．応募先・お問い合わせ先：
一般社団法人日本縫製機械工業会
　　　　　　　　　　　「第39回作品コンクール」係

　TEL.03-6435-8190　　FAX.03-6435-8192
　Eメール：info@jasma.or.jp   
　URL：http://jasma.or.jp/sakuhin.html 

はJIAM2020で出展勧誘及び来場動員活動を強化させた
い。3つ目はソーイングの普及促進事業で、「ホームソーイ
ング小・中・高校生作品コンクール」は39回目となり引き続
き実施していくが、来年の40回を迎えるにあたり記念事業
を企画したい。④これらの事業を着実に実行し、会員相互
のコミュニケーションを密にすることが重要であると挨拶
がありました。
　その後、ご来賓の経済産業省製造産業局産業機械
課長　片岡隆一殿から、①「コネクテッドインダストリー

ズ」は各業界が取り組む重要な課題で、システム全体がど
う繋がっていくか議論を続けるとともに、労働人口不足を
解消するために、女性の社会参画の機会を増やすことと、
産業界全体でIoTやAI等に取り組んでいただきたいとの
ご挨拶がありました。
　挨拶の後、当工業会の美馬副会長の乾杯発声の後、
歓談し中締めを廣瀬副会長が行い、盛況のうちに終了し
ました。
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　家庭用ミシンに親しむ場を提供することにより、ホーム
ソーイングの普及促進を図ることを目的に、例年通り今年
も2018日本ホビーショーにJASMAブースを出展しました。
2018日本ホビーショーは4月26日(木)から28日(土)までの3日
間、東京国際展示場（東京ビッグサイト）で開催され、今年
も多くの来場者が訪れ大盛況の中で行われました。
　JASMAブースでは、第38回ホームソーイング小・中・高
校生作品コンクールの優秀作品（35点）を展示するととも
に、表彰式の様子をビデオで紹介し、更に、ソーイング体
験コーナーでは、家庭用ミシンメーカー５社によるラミネー
ト生地を使った「コインポーチ」の製作体験を行い、3日間

で399名（生地購入を含む）が参加しました。毎年、女性を
中心とした多くのホビー愛好家が訪れ、会場全体で初日
から3日目の土曜日まで多くの来場者で賑わっていました。
JASMAブースもソーイング体験の順番待ちの列ができる
など、子どもからお年寄りまで幅広い年代の方々に楽しん
でいただきました。

Texprocess America 2018におけるJASMAの活動について
　2018年（平成30年）5月22日（火）から24日
（木）までの3日間、米国・アトランタで開催さ
れた「Texprocess America 2018」へJASMA
ブースを出展し、JIAM2020のポスターを掲示
するとともに出展案内を配布し、JIAM2020の
PR活動を行いました。会期中はJASMAブース
へ来場者他が訪れ、相互の意見・情報交換を
行いました。

－２０１８日本ホビーショーへの出展－

ソーイング体験コーナーで家庭用ミシンの利用普及をＰＲ
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編　集　後　記

　サッカーのFIFAワールドカップロシア大会が開催
され、深夜の放送時間と興奮と初夏の暑さも手伝って、
暫くは眠れない夜が続きました。日本代表チームは強
豪ベルギーチームに惜敗しましたが、わが国を含め各
国代表の研ぎ澄まされたプレーは見応えのあるもので
した。当工業会でも「コネクテッドインダストリーズ」
への研究がスタートしました。サッカーチームの様に、
個々に特長を持ちながら有機的に連携プレーが出来る
様な仕組みに期待します。

本JASMA会報は、発行後、当工業会ホームページに掲載しております。

一般社団法人日本縫製機械工業会
発行責任者：湯原　孝志
〒105-0004 
東京都港区新橋5-25-3　第2一松ビル2階　
TEL. 03-6435-8190　FAX. 03-6435-8192

Eメール　info@jasma.or.jp
URL  http://jasma.or.jp

 （新）

7月25日付
玉井　優子　 製造産業局 産業機械課長　
　　　　　　　　　　　
片岡　隆一　 内閣府 政策統括官（経済財政運営担当）　
　　　　　　 付参事官（産業・雇用担当）

6月15日付
家田　和幸　 製造産業局 産業機械課 部品・一般産業機械1係長
岩井田　剛　 産業保安グループ 製品安全課 課長補佐（生活用品担当） 

　アサヒ繊維機械工業株式会社　　代表取締役　　木村　正樹
本　社　　　大阪府大阪市生野区巽中2-8-30
資本金　　　10百万円
取扱製品　　縮絨機、ボンディングマシン、芯地接着機、仕上プレス機　他

＜会員数・2018年（平成30年）6月30日現在＞
　　　　　　正会員　35社　　　賛助会員　9社1団体　　　合計　45社団体

お 知 ら せ

● 経済産業省 製造産業局 産業機械課の異動
産業機械課長及び当工業会担当官の人事異動がありました。（敬称略）

● 新会員（賛助会員）の紹介
＜入会＞　2018年（平成30年）6月1日付で下記の企業が賛助会員として入会されました。（敬称略）

（Ｋ.Ｋ.）

共通基盤ネットワーク研究会設立準備会開催

　政府が進める「コネクテッドインダストリーズ」に対応するため、
縫製機械業界のみならず関連業界も含め、業界全体で研究
会を設置して取り組んで行くこととしました。その第一歩として
設立準備会を2018年（平成30年）5月30日（水）、13：30より航空
会館（東京都港区新橋）で開催し、41名の関係者が出席して

「木工機械分野の連携加工システム」等他業界の先進事例等
を参考にして相互の情報・意見交換を行いました。今後は研究
会を開催し議論を重ねていくこととします。
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　　　　　　　　（旧）

製造産業局 国際プラント・インフラシステム
・水ビジネス推進室長

製造産業局 産業機械課長

大臣官房 総務課 行政組織専門官
製造産業局 産業機械課 課長補佐


